
◎
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律（

平
成
二
〇
年
一
二
月
二
六
日
法
律
第
九
五
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
〇
年
一
二
月
九
日
・
衆
議
院
総
務
委
員
会
）

○
鳩
山
国
務
大
臣
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引
き
続
き
ま
し
て
、
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
法
律
案
は
、
退
職
手
当
制
度
の
一
層
の
適
正
化
を
図
り
、
も
っ
て

公
務
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
確
保
に
資
す
る
た
め
、
退
職
後
に
懲
戒
免
職

等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
者
の
退
職

手
当
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
返
納
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る

等
、
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
に
つ
い
て
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

次
に
、
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。第

一
に
、
退
職
後
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と

認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
者
の
退
職
手
当
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
返
納
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
な
ど
、
退
職
手
当
に
つ
い
て
新
た
な
支
給

制
限
及
び
返
納
の
制
度
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
総
務
省
に
退
職
手
当
・
恩
給
審
査
会
を
置
き
、
退
職
手
当
・

恩
給
審
査
会
は
、
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
及
び
恩
給
法
の
規
定
に
よ
り

そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
改
正
に
伴
い
、
国
家
公
務
員
共

済
組
合
法
及
び
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
施
行
期
日
及
び
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措

置
に
つ
い
て
規
定
す
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
必
要
な
規
定
の

整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
慎
重
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
あ
ら
ん
こ
と
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

二
、
衆
議
院
総
務
委
員
長
報
告（
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
一
日
）

○
赤
松
正
雄
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
各
案
に
つ
き
ま
し
て
、

総
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
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国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

四
五



次
に
、
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、

退
職
手
当
制
度
の
一
層
の
適
正
化
を
図
り
、
も
っ
て
公
務
に
対
す
る
国
民

の
信
頼
確
保
に
資
す
る
た
め
、
退
職
後
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ

き
行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
者
の
退
職
手
当
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
返
納
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

両
案
は
、
去
る
十
二
月
八
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
翌
九
日
鳩
山
総

務
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま
し
た
。
本
日
質
疑
を
行

い
、
採
決
の
結
果
、
両
案
は
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
両
案
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
一
日
）

政
府
及
び
人
事
院
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
十
分
配
慮
す
べ
き
で
あ

る
。

一

昨
今
の
一
部
府
省
の
幹
部
職
員
の
不
祥
事
等
に
対
し
国
民
の
厳
し
い

批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
綱
紀
の
粛
正
を
さ
ら
に

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
行
政
及
び
公
務
員
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
確

保
す
る
た
め
の
措
置
を
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

二

退
職
後
、
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
が

あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合
の
退
職
手
当
の
支
給
制
限
及
び
返
納
・
納

付
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
自
ら
非
違
行
為
を
行
わ
ず
、
反
論
の

手
立
て
も
乏
し
い
遺
族
、
相
続
人
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
配

慮
を
行
う
こ
と
。

三

退
職
手
当
の
一
部
支
給
制
限
制
度
及
び
一
部
返
納
制
度
に
つ
い
て

は
、こ
れ
に
よ
り
、い
た
ず
ら
に
制
裁
と
し
て
の
効
果
を
希
薄
化
さ
せ
、

公
務
規
律
の
弛
緩
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
厳
正
か
つ
公
正
な
運
用

に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
諭
旨
免
職
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

退
職
手
当
制
度
の
見
直
し
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
、
適
切
な
対
応
を
図
る

こ
と
と
す
る
こ
と
。

四

今
回
法
律
上
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
非
特
定
独
立
行
政
法
人

等
に
つ
い
て
は
、
各
法
人
に
対
し
、
国
家
公
務
員
の
場
合
に
準
じ
た
検

討
を
行
い
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
。

三
、
参
議
院
総
務
委
員
長
報
告（
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
九
日
）

○
高
嶋
良
充
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
総
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
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次
に
、
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、

退
職
手
当
制
度
の
一
層
の
適
正
化
を
図
り
、
も
っ
て
公
務
に
対
す
る
国
民

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

四
六



の
信
頼
確
保
に
資
す
る
た
め
、
退
職
後
に
懲
戒
免
職
処
分
を
受
け
る
べ
き

行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
者
の
退
職
手
当
の
全
部
又
は
一
部

を
返
納
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
等
、
退
職
手
当
に
つ
い
て
新

た
な
支
給
制
限
及
び
返
納
の
制
度
を
設
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。委

員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
律
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
非
常

勤
職
員
の
処
遇
改
善
の
必
要
性
、
超
過
勤
務
縮
減
の
推
進
、
地
方
公
務
員

給
与
の
在
り
方
、
勤
務
時
間
短
縮
に
係
る
消
防
職
員
へ
の
対
応
、
退
職
手

当
・
恩
給
審
査
会
の
委
員
構
成
、
公
務
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
等
に

つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
を
終
局
し
、
順
次
採
決
の
結
果
、
両
法
律
案
は
い
ず
れ
も
全
会
一

致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
両
法
律
案
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま

す
。以

上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
八
日
）

政
府
及
び
人
事
院
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

そ
の
実
現
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
昨
今
の
一
部
幹
部
公
務
員
の
不
祥
事
等
に
対
し
国
民
の
厳
し
い
批

判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
綱
紀
の
粛
正
を
さ
ら
に

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
行
政
及
び
公
務
員
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を

確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

二
、
退
職
手
当
・
恩
給
審
査
会
に
お
け
る
公
平
・
公
正
な
審
査
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
、
委
員
の
人
選
及
び
審
査
手
続
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ

と
。
ま
た
、
退
職
手
当
の
支
給
制
限
及
び
返
納
・
納
付
に
係
る
処
分

を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
遺
族
、
相
続
人
の
取
扱
い
を
含
め
、

十
分
慎
重
な
対
応
を
図
る
こ
と
。

三
、
退
職
手
当
制
度
の
見
直
し
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
、
退
職
手
当
の
一

部
支
給
制
限
制
度
及
び
一
部
返
納
制
度
に
つ
い
て
は
、
公
務
規
律
の

弛
緩
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
厳
正
か
つ
公
正
な
運
用
に
努
め
る

こ
と
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
諭
旨
免
職
に
つ
い
て
も
、
適
切
な
対
応
を

図
る
こ
と
。

四
、
今
回
法
律
上
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
非
特
定
独
立
行
政
法

人
等
に
つ
い
て
は
、
各
法
人
に
対
し
、
国
家
公
務
員
の
場
合
に
準
じ

た
検
討
を
行
い
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

四
七


